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まずは先週の復習から・・・。 
 
Ⅱ巻―命題１４ 
 与えられた直線図形に等しい正方形をつくること 
 

 

① BCを Bの側に延長し，円との交点を Fとする。 
② Fと Oを結ぶ。 
③ ＢＥ＝ＢＣより，ＡＢとＢＥに囲まれた図形は，ＡＢとＢＣに囲まれた長

方形と等しい。 
④ 長方形ＡＢＣＤとＢＯ上の正方形は，ＯＥ上の正方形に等しい。 
⑤ ＯＥ＝ＯＦより，長方形ＡＢＣＤとＢＯ上の正方形の和は，ＯＦ上の正方

形に等しい。 
⑥ 長方形ＡＢＣＤとＢＯ上の正方形の和は，ＯＢ上の正方形とＢＦ上の正方

形の和に等しい。（ＯＦ２＝ＯＢ２＋ＢＦ２） 
⑦ よって，長方形ＡＢＣＤとＢＯ上の正方形の和は，ＯＢ上の正方形とＢＦ

上の正方形の和に等しい。 
⑧ つまり，長方形ＡＢＣＤとＢＦ上の正方形は等しい。（⑦の双方よりＢＯ

上の正方形を引く。） 
⑨ ＢＦ上の正方形が，求めるべき正方形であった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 「円は直径上の正方形に比例する」（ユークリッド原論ⅩⅡ巻－

命題２） 
● 平面、立体ともに比を利用して体積を求めようとしていた。 
● ユークリッド原論 
「すべての角錐はそれと同じ底面、等しい高さをもつ角柱の 3分
の 1である」 
「すべての円錐はそれと等しい高さをもつ円柱のそれぞれ 3 分
の 1である」 



 
アルキメデス（紀元前２８７頃～２１２頃） 
シチリアのシラクサで生まれた。 
アルキメデスは、数学だけでなく、 
天文学、流体力学、など幅広い分野に 
関心をもっていた。 
 
 
 
 
 
 
 



エラトステネスに宛てた機械学的な定理について

のアルキメデスの方法 

 
アルキメデスからエラトステネスさまへ御挨拶申し上げまする． 

（中略） 

さて，もとより貴殿は，ご熱心な学徒であり，哲学に携わる有名な学者であ

られ，しかも，機会あるごとに数学における探究を賛美しておられますのを拝

見しておりまするので，この書のなかに，貴殿に，ある種の独特な方法を書き

記しまして説明申し上げるのが適切かと存じました．その方法と申しまするの

は，このやり方によって，数学におけるある種の問題を機械学によって探究す

ることができるためのきっかけを貴殿に得ていただくためのものであります．

そしてこの方法は，定理の証明そのものにとりましても，同様に有用であると

信じております．と申しまするのは，この方法による探究は証明を与えるわけ

ではありませんので，機械学的に最初明らかにされたいくつかのことは，あと

で幾何学的に証明されねばなりませぬが，その際，この方法によって，追究さ

れている問題について，いくつかの知識をあらかじめ得ておきますると，なん

らの知識なしに追究するよりも，その証明を求めますのがはるかに容易である

からなのでござります． 
（後略） 

 

「エラトステネス」とは・・・ 
 アルキメデスの友人であり，アレクサンドリアのムセイオンの司書で，後に

館長となった人間である。 



釣り合いとは・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
重心とは・・・ 
 
 
 
 
 
 
アルキメデスの著書「平面板の平衡」について見ていこう。 

 
「二量は重量に反比例する距離において釣り合う。」 
 
   これは・・・ 
    「それぞれの重量がａ，ｂの時、点Ａ，Ｂがそれらの重心であるとし、

ＤＥはある長さの直線で、点Ｃにおいて分割されて、ａ：ｂ＝ＤＣ：

ＣＥになるとする。そして、ＡとＢの結合された量の重心がＣであ

るということである。」 
 



 



 



 





 
ここでひとつ注意！！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例えば・・・ 
①「『AB、BC に囲まれる長方形』は、『XY、YZ に囲まれた長方形』に
等しい。」 

 
 
「現代風に『AB・BC＝XY・YZ』という様に書くことにしよう。」 

 
②「ABが BCに対するように、XYが YZに対する」 
 
 
 
 「これも現代風に『AB：BC＝XY：YZ』という様に書くことにしよう。」



アルキメデスの発見方法をおってみよう！ 
 
 方法「命題２」 
 

 

  

 

 

 

 
  
 
「ＭＳ，ＳＱに囲まれた長方形は，ＲＳ上の正方形とＳＱ上の正方形との和

に等しい。」 （ＭＳ・ＳＱ＝ＲＳ２＋ＳＱ２） を証明してみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すべての球は，球の大円に等しい底面と，球の半径に等しい高さをもつ円錐の

４倍である。また，球の大円に等しい底面と，球の直径に等しい高さをもつ円

柱は，球の１１/２倍である。これらのことは，次のようなやり方で，以下のよ
うに見出される。 



 先週の授業で扱った命題の「ユークリッド原論」の中にかかれている証明を

おってみましょう。 
 
Ⅰ巻―命題４４ 
 与えられた線分上に与えられた三角形にひとしい平行四辺形を与えられた直

線角のなかにつくること。 

  



 

① Cの中点（Dとする）を通り，XYに平行な直線を引く。 
② Aを通り，BCに平行な直線を引く。（①で引いた直線との交点をE，直線

XYとの交点を Fとする。） 
【これで，三角形 ABCと平行四辺形EFCDとが等しくなった】―（ⅰ） 
③ Yを通り，BCに平行な直線を引く。（直線 DEとの交点を Gとする。） 
④ Gと Cを通る直線を引く。（直線 AEとの交点を Hとする。） 
⑤ Hを通り，XYに平行な直線を引く。（直線 BCとの交点を I，直線 GYと
の交点を Jとする。） 
⑥ 平行四辺形 XYJIは，平行四辺形 EDXFと等しい。（ⅱ） 
【なぜなら，今，四角形 EGJHは平行四辺形なので，三角形 EGHと三角
形 HGJは等しい。同様にして，三角形 DGXと三角形 XGYが等しく，三
角形 FXHと三角形 HXIも等しい。よって，等しい三角形からぞれぞれ等
しい三角形が引かれたのだから，平行四辺形 EDXFと平行四辺形 XYJIは
等しい。】 

 ⑦（ⅰ）（ⅱ）より，平行四辺形 XYJIが求めるべき平行四辺形であった。 
 

 
 
Ⅰ巻―命題４５ 
 与えられた直線角の中に与えられた直線図形に等しい平行四辺形をつくるこ

と 
 
 


